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章：
節：
基本施策：

単位施策：

個別施策：

29年度 30年度 元年度 単位
53 60 62 人
6 7 7 か所

2,096 2,402 2,362 千円
2,221 2,186 1,863 千円
4,317 4,588 4,225 千円
29年度 30年度 元年度 単位
81.5 76.4 68.1 千円

29年度 30年度 元年度 単位

実績値 53 60 62

目標値 70 70 70

実績値 92.5 91.7 93.5

目標値 90.0 90.0 90.0

実績値 76.6 60.0 60.0

目標値 90.0 90.0 90.0

妥当 大きい ある
高い ある

大きい ない ない

目標値 単位

60 人①参加者実数

Ａ
今後の事業
の方向性

改善推進

教室終了後の自主グループの数が令和元年度中に市内21か所（平成30年度末19か所）に増え、地
域における認知症予防を目的とした通いの場が充足されつつある。今後は地域に自主グループが
定着している箇所においては本教室を休止し、新たな地域で通いの場を作っていくことを目指
す。

課
題
解
決
の
た
め
の
目
標

令和２年度
の目標

成果指標

⑤成果向上の余地 ※手段の変更
③休廃止の影響 ⑥類似事業の有無 ⑧受益者負担適正化余地

事業の
評価・課題

Ｃ

参加者実数は例年と同程度を保ち、修了者率も目標値を上回っている。
簡易認知機能検査の結果は昨年度と同様60％と数値には表れにくいが、参加者事後アンケートか
らは生活や気持ちに前向きな変化があったと自覚している回答が得られており、継続して介護予
防活動に参加することで、認知機能の維持と介護予防効果が期待できる。

Ｃ
観点別評価

必要性 有効性 効率性

①市の関与の妥当性 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減余地

課
題
の
整
理

②市民ニーズ

成　果

成果指標
①参加者実数

人

②修了者率
％

③簡易認知機能検査（MMSE）の維持改善
率 ％

人件費
総事業費

活動単位当たりのコスト
参加者一人当たりの経費

目的を達成
するための
手段・活動
内容

「くもん学習療法センター」の教材を活用し、認知機能の維持向上を目的とした脳ト
レーニングを行う教室を、学習サポーター（ボランティア）の協力を得て開催する。
また、教室終了後も仲間と介護予防活動が継続的に実施できるように、自主グループ活
動への支援を行う。

Ｄ

活動結果

活動実績
①通所型サービスＣ（認知症特化型）参加者実数
②開催会場数

前
年
度
の
活
動
結
果
と
見
ら
れ
た
成
果

事業費

第２節　地域福祉の推進
２．高齢者福祉

総
合
計
画
と
の
関
係
性
等

（３）高齢者の日常生活の支援
②介護予防の推進

根拠法令等 介護保険法

対象・目的
要支援認定者及び基本チェックリスト該当者が、可能な限り自立した生活を送ることが
できるように、認知症の予防及び重度化の予防を図る教室を開催する。

PDCA 事務事業名
介護予防・生活支援サービ
ス事業（通所型サービスＣ
認知症特化型）

部課等名
福祉部　高齢介護課　高齢
者福祉担当

Ｐ
政策体系

第２章　子育てと暮らしを地域で支え合うまち


